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　 　 　 令 和 ７ 年 第 ８ 回 農 業 委 員 会 定 例 総 会 議 事 録  

  

 開催年月日  令 和 ７ 年 ８ 月 ５ 日 （ 火 ）  

  

 場　 　 　 所  大 潟 村 役 場 二 階 『 特 別 会 議 室 』  

  

 時　 　 　 間  午 後 １ 時 ３ ０ 分 ～ １ 時 ４ ５ 分  

  

 出 席 委 員  大 　 島 　 和 　 夫 　  会 　  長   小   林   信   之    職 務 代 理 者   

  北   村   雅   幸    委    員   渡 　 邊 　 　 磨 　  委  　 員   

     高   木   茂   之 　  委  　 員  工   藤     猛   　  委    員

     猪   股     誠      委    員  田   中   誠   悦    委    員

     松   橋   良   子    委    員  佐   藤   友   能    委    員

  土   井   博   文    委    員  椎   川   健   一    委    員

  

 欠 席 委 員 遠   藤     暁   　  委    員   

  

 出 席 し た  澤 　 井 　 公 　 子 　  局  　 長   武 　 田 　 聖 　 子    事務補助   

 事務局職員   

  

 議 事 日 程  １ .　 開 　 　 　 会   

  ２ .　 会 長 あ い さ つ   

  ３ .　 議 事 録 署 名 委 員 の 指 名 に つ い て   

  ４ .　 議 　 　 　 事   

      【 議 案 第 ４ ２ 号 】

   　 農 地 法 第 ４ 条 の 規 定 に よ る 農 地 転 用 許 可 申 請 に 対 し 、 県 知 事

    へ 進 達 の た め 意 見 を 求 め る 件 に つ い て

      【 議 案 第 ４ ３ 号 】

   　 特 例 事 業 (農 地 売 買 等 事 業 )に お け る 手 数 料 引 き 下 げ の 要 望 書

    (案 )に つ い て

  ５ .　閉　　　会  
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 審 議 内 容 　 只 今 か ら 、 令 和 ７ 年 第 ８ 回 大 潟 村 農 業 委 員 会 定 例 総 会 を 開 催  

    局 　 　 　 長 致 し ま す 。

   　 本 日 、 ７ 番 遠 藤 委 員 よ り 欠 席 の 届 出 が あ り ま し た の で 、 ご 報 告

  い た し ま す 。 出 席 委 員 は １ ３ 名 中 １ ２ 名 で 、 定 足 数 に 達 し て お り ま

  す の で 総 会 は 成 立 し て お り ま す 。

  

   会 　 　 　 長 　 今 朝 ほ ど は 集 中 豪 雨 と な り 驚 き ま し た 。 先 月 は 非 常 に 雨 が 少 な

   く 皆 さ ん 苦 労 さ れ た の で は な い か と 思 い ま す 。 日 本 海 側 の 山 陰 北

   陸 地 方 で は 水 不 足 に よ り 稲 が 枯 れ て い る と こ ろ も 出 て 悩 ま さ れ て

   お り ま し た が 、 こ の 雨 で だ い ぶ 落 ち 着 く の か な と 思 わ れ ま す 。 九 州

   か ら 千 葉 あ た り ま で 稲 刈 り が は じ ま っ て い る そ う で 九 州 で は 米 価 が

   今 年 ３ ０ ， ０ ０ ０ 円 を 超 え る と も 言 わ れ て い る そ う で 、 こ の 秋 は ど の

   よ う に 推 移 し て い く の か 、 こ の 暑 さ で ど の 程 度 影 響 が 出 る の か 心

   配 さ れ る と こ ろ で す 。 ７ 月 か ら 一 ヶ 月 間 次 期 農 業 委 員 の 募 集 が さ

   れ ま し て 、 結 果 定 数 よ り 一 名 増 の 応 募 が あ り ま し た 。 評 価 委 員 会

   が 開 か れ 、 委 員 会 の 意 見 を 参 考 に 村 長 が ９ 月 の 議 会 に 上 程 し 、

    採 択 と な れ ば 次 期 農 業 委 員 が 決 ま る こ と と な り ま す 。

    　 業 務 報 告 に 移 り た い と 思 い ま す 。

   　 ７ 月 １ ０ 日 圃 場 ・ 格 納 庫 に 於 い て 、 全 国 農 業 協 同 組 合 中 央 会 農

   政 部 農 政 課 の 三 人 の 方 が 大 潟 村 を 体 験 し た い と の こ と で 全 国 農

   業 協 同 組 合 中 央 会 大 潟 村 出 身 一 箭 さ ん の 引 率 で 来 村 し 私 の 圃 場

    と 格 納 庫 を 案 内 し ま し た 。

   　 そ の 後 サ ン ル ー ラ ル 大 潟 に 於 い て 、 中 央 会 メ ン バ ー と 懇 親 会 を

   村 長 ･副 村 長 ･議 長 ･JA組 合 長 ･CE社 長 ･村 総 務 企 画 課 長 ・ 村 産 業

    振 興 課 長 ・ 私 の 出 席 で 行 っ て お り ま す 。

   　 ７ 月 １ １ 日 役 場 に 於 い て 、 令 和 ７ 年 度 産 米 に 向 け た 情 勢 な ら び

   に コ メ 政 策 に か か る 現 地 意 見 交 換 会 を 中 央 会 メ ン バ ー 並 び に 村

   長 な ど 昨 日 の メ ン バ ー に 利 活 用 秋 田 社 長 を 加 え て 行 っ て お り ま

    す 。 と て も 有 意 義 な 会 と な り ま し た 。

  　 以 上 で す 。

  

    会 　 　 　 長 　 議 案 審 議 に 入 る 前 に 、 議 事 録 署 名 委 員 を こ ち ら よ り 指 名 さ せ て

    い た だ き ま す 。

  　 【 議 事 録 署 名 委 員 】   

  　 ９ 番  田 　 中 　 誠 　 悦  委 員 　 10番  松 　 橋 　 良 　 子  委 員   
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   会 　 　 　 長   議 案 第 ４ ２ 号 「 農 地 法 第 ４ 条 の 規 定 に よ る 農 地 転 用 許 可 申 請 に

   対 し 、 県 知 事 へ 進 達 の た め 意 見 を 求 め る 件 に つ い て 」 上 程 い た し

  ま す 。 事 務 局 よ り 説 明 い た し ま す 。

  

   局 　 　 　 長 　 議 案 第 ４ ２ 号 は 農 業 機 械 格 納 等 の 農 舎 を 建 築 の 為 の 転 用 手 続

   き で す 。

   　 （ 議 案 第 ４ ２ 号 に つ い て 、 議 案 書 の 朗 読 ）

  　 本 案 件 は 、 ８ 月 ４ 日 Ｇ 地 区 転 用 等 確 認 班 の 椎 川 委 員 ・ 遠 藤 委

  員 ・ 事 務 局 と で 現 地 を 確 認 に 行 っ て 、 周 辺 農 地 に 係 る 営 農 条 件 へ

  の 支 障 は な い も の と 思 わ れ ま し た 。 ま た 、 許 可 の 検 討 事 項 に つ き

  ま し て も 特 に 問 題 は な く 許 可 相 当 と 思 わ れ ま す 。

  

  会 　 　 　 長 　 事 務 局 説 明 に 対 し 、 発 言 の あ る 方 は 挙 手 願 い ま す 。   

  

 小林職務代理 　 現 況 は 畑 な ん で す ね 。 用 水 路 は ど う な っ て ま す か 。  

  

  局 　 　 　 長 　 図 面 の ３ ９ － ５ 側 に 用 水 路 が あ り 、 そ れ に 沿 っ て 道 路 が あ り ま

  す 。

  

  会 　 　 　 長 　 他 に ご 意 見 ご ざ い ま せ ん か 。

  

  委 員 各 位   な し 。

  

    会 　 　 　 長   ご 意 見 が な い よ う で す の で 、 採 決 に 入 り ま す 。

  　 議 案 第 ４ ２ 号 の 原 案 に 賛 成 の 委 員 の 挙 手 を お 願 い し ま す 。

  

  委 員 各 位 　 全 員 ・ 挙 手  

  

   会 　 　 　 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 満 場 一 致 で 、 原 案 ど お り 可 決 決 定 い た

  し ま し た 。                                              

  

   会 　 　 　 長   議 案 第 ４ ３ 号 「 特 例 事 業 (農 地 売 買 等 事 業 )に お け る 手 数 料 引 き

   下 げ の 要 望 書 (案 )に つ い て 」 上 程 い た し ま す 。 事 務 局 よ り 説 明 い

  た し ま す 。
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   局 　 　 　 長 　 議 案 第 ４ ３ 号 の 議 案 書 に 基 づ き 説 明 。 　

  　 要 望 書 の 内 容 は 先 月 全 員 協 議 会 で 提 出 さ せ て い た だ い た 内

  容 と 同 じ と な っ て お り ま す 。 可 決 い た だ い た 場 合 、 会 長 ･会 長 職 務

  代 理 者 ･事 務 局 と で 要 望 書 を 提 出 に 行 き た い と 思 っ て お り ま す 。

  

  会 　 　 　 長 　 事 務 局 説 明 に 対 し 、 発 言 の あ る 方 は 挙 手 願 い ま す 。   

  

  委 員 各 位   な し 。

  

    会 　 　 　 長   ご 意 見 が な い よ う で す の で 、 採 決 に 入 り ま す 。

  　 議 案 第 ４ ３ 号 の 原 案 に 賛 成 の 委 員 の 挙 手 を お 願 い し ま す 。

  

  委 員 各 位 　 全 員 ・ 挙 手  

  

   会 　 　 　 長   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 満 場 一 致 で 、 原 案 ど お り 可 決 決 定 い た

  し ま し た 。                                              

  

 会 　 　 　 長 　 今 日 の 議 案 審 議 は 以 上 で す 。

  あ り が と う ご ざ い ま し た 。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


